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1. はじめに  

 近年，基幹型通信用電源として DC48[V]に対応

した DC-DC コンバータが多用されている。高効

率の絶縁形の回路方式としては，トランスの漏れ

インダクタンスを利用した共振形コンバータが有

効であるが，出力電圧を制御できない。  
 本論文では，補助回路の電圧を加減算すること

により，出力電圧を制御する絶縁形 DC-DC コン

バータを提案する。提案回路は，共振形の高効率

を維持した上で，出力電圧を変化できる利点があ

る。その基本動作を実機により確認したので報告

する。  

2. 回路構成  

図 1 に提案する DC-DC コンバータの回路図を

示す。本回路では，主回路に電流共振形ハーフブ

リッジコンバータ，補助回路としてフルブリッジ

コンバータを用い，2 つのトランスにより出力電

圧を直列に重畳することで負荷に供給する電圧を

制御する。  
この結果，負荷に供給する電力のうち，目標と

する出力電圧の差分のみを補助回路で変換する。

よって，大部分の電力は，補助回路を通過せず，

高効率な共振形回路を通過するため，変換器容量

の低減，損失の低減を実現できる。  

3. 実験結果  

 図 2 に負荷 102[W]，提案回路に入力する電圧を

36[V]から 60[V]まで変化させたときの変換効率と

損失を示す。特に，入力電圧が基準電圧（48[V]）
に近いところで 92.1％の高い効率を得られている。 
 図3に最適動作点における共振形コンバータの

トランス電流を示す。回路の共振周波数に合わせ

てゼロ電流スイッチング（ZCS）が実現できてお

り，スイッチング損失の低減がはかれている。な

お，共振周波数は286[kHz]として素子を選定して

いるが，電流プローブのインダクタンス分のため

若干スイッチングタイミングがずれていることを

付記しておく。今後は，回路の最適化，さらなる

効率の改善をはかる予定である。  
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図 1 提案回路 

Fig. 1. Proposed circuit. 
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図 2 効率特性 

Fig. 2. Efficiency characteristics. 
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図 3 ゼロ電流スイッチング動作 

Fig. 3. Zero current switching. 
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